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研究成果の概要（和文）：自然史系博物館のハンズオン展示物について、研究の追体験ができるハンズオン展示
物の在り方を、恐竜を用いて調査研究を行った。研究者が標本をどのように認識して研究を行うかを、ハンズオ
ン展示物を通して体験できるものを開発することを目指し、特に視覚障害者にも健常者と同様の情報を提供でき
るハンズオン展示物の在り方を検討した。その結果視覚障害者が求めるハンズオン展示物の方向性が示された
他、研究の追体験情報を提供できる可能性をハンズオン展示が持つことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the availability of the touching objects (hands-on 
objects) at the natural history museum using dinosaur specimens (including cast specimens, 
scale-model, etc…) for the visitor, especially visual impaired person. This study also examined 
whether the touching objects could be used for the tool that provides similar researching experience
 of dinosaur scientists for the visitor. In order to reveal the effect of the touching objects of 
dinosaur specimens for the visual impaired person, this study held some workshops using dinosaur 
specimens for the visual impaired person. 
     From the results of this study, it is showed the useful of the touching objects using dinosaur 
specimens for the visitor including visual impaired person for their understanding similar 
researching experience of dinosaur scientists. It is also suggested the objective of the touching 
objects visual impaired person needs.

研究分野：古脊椎動物学、博物館学
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１．研究開始当初の背景 
博物館に設置されている「ハンズオン展示
物」には様々な種類のものがあり、国内外の
博物館常設展示や企画展等で活用されてい
る。このようなハンズオン展示物について、
常設展示に設置でき、トピック的ではなく、
ハンズオン展示物を利用するだけで博物館
の展示構成の意図が理解できるような触れ
る展示を調査研究しその手法を開発するこ
とが本研究着想の背景である。下記の項目か
らこの着想に至った。 
(1) 研究代表者が所属する北九州市立自然
史・歴史博物館の常設展示には、恐竜などの
実物化石の一部がハンズオン展示物として
設置されている。しかしこれらは「恐竜の化
石に触ってみよう」というトピック展示であ
り、化石の質感以外の情報提供がされておら
ず、特に視覚障害者への展示意図を提供する
ものとなっていない。 
(2) 研究代表者は古生物学分野の中で脊椎動
物化石、特に恐竜を中心に研究している。化
石の研究においてはその形態を記載し特徴
を把握することや比較することが基礎とな
っている。形態の観察では視覚情報はもちろ
んのこと、触ることによる触感での情報収集
も重要な役割を果たす。この触感による情報
収集の研究過程を来館者に体験してもらえ
るような普及講座を実施しており、参加者が
研究過程を追体験できる機会を提供してい
る。この経験から研究の追体験を常設のハン
ズオン展示に展開することを目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、自然史系博物館の常設展示にお
けるハンズオン展示物、特に恐竜を用いたハ
ンズオン展示物について、視覚障害者も含め
た来館者が体験可能で、研究者の研究の過程
及び博物館の展示意図を理解することが可
能なハンズオン展示物の在り方をその開発
も含めて検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)	他館視察調査の実施：ハンズオン展示物
の設置の仕方や活用方法について他の博物
館の事例を情報収集し、複数の博物館のハン
ズオン展示物について視察、可能であれば担
当者からの聞き取り調査を行った。	
	
(2)	ハンズオン展示物を用いたワークショ
ップとアンケート調査の実施：ハンズオン展
示物を用いたワークショップを実施し、その
内容に２テーマ設定し、視覚障害者児童を対
象としたもの、健常者児童を対象としたもの
と２回実施し、双方の理解度の差異や共通で
望まれているものなどの情報を抽出した。	
	
４．研究成果	
(1)情報収集の結果、他館視察調査先には、
先進的な取り組みをしている博物館や設備
が整っている博物館として、イギリスのロン

ドン市内のロンドン自然史博物館、科学博物
館、大英博物館、ヴィクトリア・アルバート
博物館、アメリカのワシントン DC のアメリ
カ国立自然史博物館、アメリカのニューヨー
ク市内のアメリカ自然史博物館を選び視察
を行った。特にロンドン自然史博物館、ヴィ
クトリア・アルバート博物館、アメリカ国立
自然史博物館ではそれぞれハンズオン展示
物の展示担当者からの聞き取り調査も行う
ことができた。視察及び聞き取り調査で明ら
かになった点・確認できた点・参考になった
点を下記にまとめる。	
①	3D プリンターでの化石標本のハンズオン
展示物作成：ロンドン自然史博物館では収蔵
化石標本などの 3D プリンターによるレプリ
カがハンズオン展示物として設置されてお
り、最新技術を用いたハンズオン展示物活用
が特筆すべき点であった。またそれらには点
字解説が付いている、音声ガイド用の点字ボ
タンが付いているなど視覚障害者にも配慮
がされていた。	
②	触地図の設置：ヴィクトリア・アルバー
ト博物館ではハンズオン展示物の点字解説
の多くに展示物の概形が描かれた触地図が
準備されていた。	
③	体系的なハンズオン展示物：アメリカ自
然史博物館などでは古生物展示エリアに設
置されているハンズオン展示物は、その古生
物（恐竜など）の分類の特徴を示したものに
なっており、ハンズオン展示物を追っていく
ことで基本的な特徴を把握することが可能
になっている。	
④	ハンズオン展示物を中心に備えたワーク
ショップスペース：ロンドン自然史博物舘、
アメリカ国立自然史博物館、アメリカ自然史
博物館には、常設で主に子ども向けの展示物
が設置されている展示室があり、各種ワーク
ショップに活用されている他、常駐のスタッ
フもいるところがある。このようなワークシ
ョップスペースにはふんだんにハンズオン
展示物が設置されており、博物館全体の展示
意図や展示物を学びやすいよう、また全体の
展示を補足できるようになっている。	
⑤	ボランティアや専門スタッフなど人的な
取り組み：大英博物館では館内に６か所「ハ
ンズオンデスク」という場所があり、ボラン
ティアによってその展示エリアに関連する
ハンズオン展示物を用いて演示されている。
ハンズオン展示物には実物が用いられてい
ることが多いようで、ボランティアは専用の
マニュアルに基づいて活動をしていた。	
	 この他、担当者から聞き取り調査を行った
３館の中で、ヴィクトリア・アルバート博物
館では、担当者が企画する視覚障害者を対象
としたワークショップを視察することがで
きた。企画展を視覚障害者が見学する際に、
企画展に関連する展示物のハンズオン展示
物を用いて、担当者自身がワークショップを
開催していた。	
	 アメリカ国立自然史博物館ではハンズオ



ン展示物など教育的な展示担当者が、展示室
の設計段階から加わっており、研究者との打
ち合わせや展示空間や設置物への配慮を協
議していることもあるとのことだった。	
⑥視察による情報収集の結果、博物館のハン
ズオン展示物を「通常は触ることのできない
実物を体験できるもの」、「触ることによって
形態の理解が深まるもの」、「視覚障害者向け
のもの」、「子ども向け展示室等に集められて
いるもの」の４つに大別できることが確かめ
られた。	
	
(2)	ハンズオン展示物を用いたワークショ
ップとアンケート調査を実施した。視覚障害
者も含めてハンズオン展示物を検討するた
め、北九州市内の福岡県立北九州視覚特別支
援学校の教諭と児童・生徒に協力してもらい
ワークショップを実施した。	
	 これまでの情報収集及び他館視察の結果
から「博物館側が提供するハンズオン展示
物」と「来館者（特に視覚障害者）が望むハ
ンズオン展示物」の比較が行えるよう考慮し、
その中でハンズオン展示物を通して研究の
追体験を理解できるようワークショップ内
容を検討した。研究目的の検証のため２つの
テーマ「触感による形態の認識」と「触感に
よる一部と全体の推定」を設定し、それらを
実物標本（骨や化石）、レプリカ、模型など
実際に博物館の展示物として利用できる質
感・精度・完成度のものを材料としてワーク
ショップを実施した。	
	 ワークショップは、視覚特別支援学校の全
盲から弱視の児童・生徒に参加してもらった
他、対照として視覚障害のない小学生児童に
も同様のワークショップを行った。	
①触感による形態の認識：骨を中に入れた不
透明な袋を準備し、その中に手を入れて触感
のみで形や特徴を探るワークショップを行
った。触って得られた情報をもとにスケッチ
や特徴の記述をしてもらい、研究者が形態を
認識する過程の追体験から、特性の程度によ
る認識の差の有無を検証した。	

図 1	 ワークショップの様子（触感による形
態の認識のため、袋の中に手を入れて形をス
ケッチしている）	
	 ワークショップによる検証の結果、形態の
特徴の把握はほぼできており、特徴の認識や
その表現（記述）の差は特性による差より学

年（年齢）によるものがあるように見られた。	
②一部と全体の推定に関する認識：恐竜頭骨
のスケールモデルを用いて、頭骨の各パーツ
が頭骨組立模型のどこに当たるかを触感や
視覚情報を活用して判断し、研究者が化石を
同定する過程の追体験から、特性の程度によ
る認識の差の有無を検証した。	

図２	 ワークショップの様子（恐竜頭骨模型
を用いて、各パーツがどの部位にあたるかを
確かめている）	
	 ワークショップによる検証の結果、特性の
程度や学年（年齢）による認識の差は大きく
なく、全盲〜弱視の児童の方がより慎重に各
パーツの方向や形を意識していることがわ
かった。	
	
(3)	まとめ：ワークショップを通じて、視覚
障害者（児童・生徒）には化石等のハンズオ
ン展示物の場合、それが実物であるかどうか
よりも「自分と大きさが比較できてその古生
物のサイズがイメージできること」、「その化
石が体の一部等である場合に全身（全体）の
どの部位かを確認できること」の２点が望ま
れており、この 2点により展示物に対する理
解が深まることが確認できた。そのために模
型やレプリカを活用することの有用性が示
された。	
	 博物館では視覚による情報収集が可能な
来館者には実物化石をハンズオン展示物と
して設置し「実物に触れる」という「付加価
値」を提供しているが、視覚障害者には前述
の 2点に注意したハンズオン展示物を設置し
標本の「把握・理解のための情報」を提供す
ることが重要である。また、このような視覚
障害者向けのハンズオン展示物はその他の
来館者にとっても展示の理解という点で同
様に有用である。	
	 形態の特徴を把握するための過程をハン
ズオン展示物に活用することはワークショ
ップの結果から可能であることが確かめら
れ、触感での体験の場合でも特性の程度によ
る理解に差がないことが示された。パズル感
覚で組み立てられるハンズオン展示物に、組
み立ての過程が「形態の推定や同定」と類似
の体験であることの情報を追加すれば、触っ
て楽しむだけでなく展示物の理解や対象物
の特徴を認識するのに有用であることが確



かめられた。	
	 視覚障害者が情報を抽出できるハンズオ
ン展示物、触る体験を提供するだけでなく学
ぶこともできるハンズオン展示物の方向性
が示され、このようなハンズオン展示物は視
覚障害者を含めた多くの来館者にとって博
物館を楽しんで理解するために有効である
と言える。	
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